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要旨 

 高齢者の強みというポジティブな側面に目を向けた対象者理解をするために、学生への課題にライフインタビューを

採用した。そしてインタビュー後にグループワークを行い、個人の体験を共有させた。本研究では高齢者イメージとエイ

ジズムの観点から、グループワークの効果を調査した。その結果、前年度の研究と同様にインタビュー実施前後では高齢

者イメージは肯定的に変化し、エイジズムは低下を認めた。グループワーク実施前後においても、高齢者イメージは肯定

的に変化し、エイジズムは特に「回避」の因子が低下をしていた。グループワークを通して、自己の学びを再確認する普

遍的な体験をしたことや、情報を伝達し間接的に多くの高齢者に触れることで、高齢者イメージは肯定的に変化し、エイ

ジズムが低下したと考えられる。高齢者の強みの理解には、高齢者へのインタビュー体験とその共有が重要であり、高齢

者との関わりを避ける「回避」の因子が低下した意義は大きいことが示唆された。 

キーワード：エイジズム、高齢者イメージ、ライフインタビュー、グループワーク 

はじめに 

 平成 26 年度老年人口の割合は 25.1%1)と超高齢社会に

あり、在宅や医療施設等における高齢者看護はますます

重要となってきている。1991 年国連総会で採択された尊

厳・自己実現・参加・自立・ケアの５項目「高齢者のた

めの国連原則」を踏まえた看護を展開するためには、看

護者のエイジズム(高齢者差別意識)を排し、高齢者の持

つ強み（生命力、英知、生きる技法など）というポジテ

ィブな側面に目を向けた対象者理解をすることが望まれ

る。肯定的な高齢者観の形成やエイジズムの減弱には、

「高齢者から世話を受けた経験の有無」が影響している
2)と言われているが、核家族化が進む中、近年の看護学生

は高齢者と関わる体験が少なく、高齢者を理解すること

が困難である。そこで高齢者の発達課題の理解を目的と

した授業に、生きてきた人生や、人間性に触れることが

できるようライフインタビュー（以下、インタビュー）

を取り入れた。インタビューの効果については、高齢者

の結晶性能力に触れることや、人生や生活についての深

い学びが、高齢者イメージの肯定的な変化やエイジズム

の低下につながることが明らかになっている3)4)。 

昨年度の研究にて、インタビューが学生のエイジズム

の低下や肯定的な高齢者イメージの変化に効果がみられ

たため、今年度はその効果をさらに得るためにグループ

ワークとそれに基づくプレゼンテーションを採用した。 

本研究では、インタビュー前後の高齢者イメージやエ

イジズム変化について追研究を行い、さらにグループワ

ークを通して学生のイメージやエイジズムがどのように

変化したのかを明らかにし、高齢者看護学の教授方法の

基礎資料としたい。 

研究方法 

1．調査対象：４年制大学看護学科２回生60名。 

2．調査期間：2013年12月から2014年１月に実施した。 

3．調査方法 

1)インタビュー課題提示方法 

 祖父母や近隣住民など身近な高齢者１人に対して、イ

ンタビューを行い、インタビューを通して高齢者をどの

ようにとらえたのかレポートにまとめさせた。 

 インタビュー内容は、①結晶性能力を感じてもらうた

めに漢字の想起、②人生における喜びや楽しみ、③健康

に気を付けていること、④喪失体験とその対処方法とし

た。 

2)グループワーク実施方法 

インタビュー実施後に５～６名のグループを編成し、

聞き取り内容を共有し、「インタビューを通して高齢者を

どうとらえたか」をまとめ発表させた。そして、聞き取

った内容の背景やメカニズムなどを今まで学習してきた

理論や知識と関連させてパワーポイントにまとめるよう

伝えた。 

3)データ収集方法 

インタビュー実施前後、またグループワークの発表後

の計３回、学生の高齢者イメージとエイジズムを測定し

た。高齢者イメージに関しては、保坂らの15項目を用い

た。この調査はSD法が一般的であるが、変化を数値化す

るため、対極の間隔を 10 ㎝にしてチェックしてもらう

Visual Analog Scale 法（以下、VAS）を用いた。数値が

高いほど肯定的イメージとした。エイジズムに関しては、

原田らの作成した日本語版Fraboniエイジズム尺度（FSA）

短縮版14項目（以下、FSA）を用いた。各項目について、
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「そう思う」「まあそう思う」「どちらともいえない」「あ

まりそう思わない」「そう思わない」の５つの選択肢から、

否定的項目では５～１点の配点をし、肯定的項目では１

～５点の配点をして得点化した。数値が高いほどエイジ

ズムは高いとした。そしてインタビュー前後、グループ

ワークの発表後の結果を照合した。 

4．分析方法 

高齢者イメージ及びエイジズムは、インタビュー前後、

発表後の平均値を比較した。検定には Wilcoxson の符号

付順位検定を用い、有意水準は５％とした。解析ソフト

は SPSS22ver for windows を用いた。また学生がグルー

プワークでまとめた高齢者理解に関する文章をデータと

した。そしてその内容を、高齢者の捉え方について一文

一意味として抽出しコード化を行い、類似性に基づいて

カテゴリー化した。 

5．倫理的配慮 

 研究対象者には、文書にて、研究目的、自由意思によ

る研究への参加、不参加による不利益からの保護、成績

とは一切関係ないこと、プライバシーの厳守等について

保障した。また前後の結果を対応させるため、学生が自

身で選択した識別方法を用いた。データは記号化し、個

人が特定できないようにした。実施にあたり、研究者が

所属する機関の倫理委員会の承認を得た。（承認番号 24

－101） 

結果 

1．対象者の属性 

 同意の得られた学生のうち、インタビュー前後、グル

ープワーク発表後の照合が出来なかったものを除外し、

48名（回収率80%）を分析対象とした。 

2．インタビュー実施前後のイメージ変化 

 実施前後のイメージ変化を表１に示した。実施前後で

比較すると、15項目すべてが肯定的になり、そのうち11

項目が有意に肯定的に変化した。 

3．インタビュー実施前後のエイジズム変化 

 実施前後の因子別エイジズム変化を表２に示した。実

施前後で比較すると、３因子全てが低下しており、その

うち「嫌悪・差別」、「誹謗」、総合得点が有意に低下して

いた。 

4． グループワーク実施前後のイメージ変化 

 実施前後のイメージ変化を表３に示した。グループワ

ーク実施前後で比較すると、15項目中13項目が肯定的に

なり、そのうち６項目が有意に肯定的に変化していた。 

5．グループワーク前後のエイジズム変化 

 実施前後の因子別エイジズム変化を表４に示した。グ

ループワーク実施前後で比較すると、「回避」と総合得点

が有意に低下していた。 

6．グループワークの発表内容 

 グループワークでの発表資料のうち、全体のまとめに

関する内容を分析した結果、32 のコードが得られた。そ

して、そのコードを８つに分類した。（表５) 

表１．インタビュー実施前後のイメージ変化 

表２．インタビュー実施前後の因子別エイジズム変化 

表３．グループワーク実施前後のイメージ変化 
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表４．グループワーク実施前後の因子別エイジズム変化 

表５．グループワーク発表内容 

考察 

1．インタビューがもたらすイメージやエイジズムへの効

果 

 高齢者イメージはインタビューの実施前後で、11 項目

が有意に肯定的に変化していた。またエイジズムも総合

得点を含めて２つの因子が有意に低下をしていた。前年

度の研究3)と同様に、本研究でも、イメージでは「好き」

「強さ」「きれいさ」「素直さ」「考えの新しさ」の５項目

が、またエイジズムでは総合得点が同様に肯定的に変化

していた。学生はインタビュー実施前に、授業の一貫と

して高齢者疑似体験を行っている。高齢者疑似体験は、

身体の不自由さを体験するものであり否定的な高齢者観

を抱きやすい5)とされており、学生は否定的なイメージを

抱いていた可能性がある。しかし、そのような否定的な

イメージが、実際に話を聞き、喪失体験を抱えながらも

生き生きと生活する姿や、活動性や積極性など、高齢者

の持つ強みに直に触れたことで高齢者イメージが肯定的

に変化したと考えられる。他の先行研究でも桶田ら6)や林

ら7)が“健康的で元気な高齢者”と接する経験が、肯定的

なイメージ形成や理解に重要な役割があることを明らか

にしており、本研究でも同様の結果が得られた。 

高齢者の強みに直に触れ、肯定的な高齢者イメージを

育むためにも、インタビューは今後も教育方法として重

要な位置づけにあると言える。 

2．インタビュー体験の共有がもたらす効果 

 高齢者イメージはグループワーク実施前後で６項目が

有意に肯定的に変化し、エイジズムにおいても「回避」

の因子と総合得点が低下していた。イメージが肯定的に

変化した６項目の中で、「積極性」「強さ」「上品さ」「き

れいさ」「考えの新しさ」の５項目は、インタビュー、グ

ループワークを通して段階的に肯定的に変化をしていた。

学生は、高齢者が“避けられない喪失体験”に直面しな

がらも、その“喪失体験を受容しながら生き生きと過ご

す姿”や、“積極的な社会との交流”など、前向きに日々

の生活を送っている姿に触れていた。そのことがイメー

ジの「積極性」や「強さ」などの項目の肯定的な変化に

繋がったと考えられる。また学生は自分の想像を上回る

“豊富な知識”も感じていた。これは学生間で情報の伝

達をし、情報量が増える中で、１人のインタビューの時

よりもさらに「考えの新しさ」を強く感じたのではない

かと考える。 

高齢者は積み上げてきた人生が長い分、同じ暦年齢で

あっても、高齢者個人の身体・心理・社会的状況には大

きな個人差があることが知られている。高齢者の真の実

像に迫るイメージや態度形成を支援していくためには

様々な年齢や健康レベルの高齢者と接する機会を持つ必

要がある7)。今回、１人の学生が実際にインタビューを行

ったのは１人の高齢者であるが、グループで話しあい共

有する中で６人の高齢者の生活や、考え方、喪失体験や

その工夫を知ることができた。さらに発表を聞く中で多

くの高齢者について知ることができたと考える。粕谷ら
8)はグループワークの効果として、学生が自己の体験を振

り返り他者に話すことで自分の看護を振り返り、他者の

事例を聞きながら思考することで、体験できなかった知

識や技術について確認し自己の学びとする機会になると

述べている。グループワークの中で、自身のインタビュ

ーについて振り返り、それを踏まえて他学生の学びを聞

く中で、より高齢者理解が深まったことや、共有の中で

間接的に多くの高齢者に触れたことが、学生個人の高齢

者イメージやエイジズムの変化に繋がったと考える。 

インタビュー前後ではエイジズムの「回避」の因子は

変化しなかったが、グループワーク実施前後で「回避」

の感情が有意に低下をしていた。回避因子は「個人的に
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は高齢者とは長い時間一緒に過ごしたくない」「できれば

高齢者と一緒に住みたくない」といった設問にみられる

ように、高齢者との交流を避け距離を取りたいという感

情成分を示す概念として位置づけられている9)。グループ

ワークで回避の感情が有意に変化したのは、今回のイン

タビューが自身の祖父母に行った学生が多く、聞き取る

中で祖父母から自分たち“孫への愛情”を直に感じたこ

とや、インタビュー内容を学生間で共有し、まとめる中

で表５に示すように高齢者との交流が必要であるという

考察にいたったことが影響していると考えられる。 

肯定的な高齢者理解には高齢者と実際に関わり、その

人間性や強みに触れることが重要である。高齢者理解に

欠かすことのできない、高齢者との関わりを「回避」す

る感情が低下したことの意義は大きいと考える。 

結論 

高齢者理解のためのライフインタビューと、学生の高

齢者イメージおよびエイジズムとの関連において以下の

点が明らかになった。 

ライフインタビューが、高齢者の強みにじかに触れる

体験となり、高齢者イメージを肯定的に変化させ、エイ

ジズムを低下させる。さらにインタビューの内容を、グ

ループで共有することが、自己の学びの再確認する普遍

的な体験となった。情報を伝達し共有することで高齢者

イメージを豊かにし、それがイメージの肯定的な変化や、

エイジズムの「回避」因子の低下につながった。 

高齢者の強みの理解には、高齢者との交流とその体験

を共有するグループワークが重要であり、高齢者との交

流を「回避」する因子が低下した意義は大きい。 
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